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◆主な記事◆
◎杉並公会堂の改築 …………………１面
◎図書館特集 …………………… ２・３面

●「区議会だより」を折り込んでありま
す。引き抜いてお読み下さい。

浜田山� �阿佐ケ谷間１００円で運行中コミュニティバス「す
ぎ丸」で出かけよう！
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ナ
ン
ス
（
資
金
）
Ｉ
＝
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
（
主
導
）
の
略
で
す
。　

　

こ
れ
は
、
民
間
事
業
者
が
資

金
を
調
達
し
、
そ
の
経
営
能
力

や
専
門
的
な
知
識
・
技
術
を
活

用
し
て
、
公
共
施
設
の
建
設
や

運
営
・
維
持
管
理
を
行
い
、
質

の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
よ
う
と
す
る
「
民
間
が
主
導

で
行
う
公
共
事
業
」
で
す
。

　

そ
し
て
、
契
約
期
間
（
二
〇

年
〜
三
〇
年
）
中
に
想
定
さ
れ

る
コ
ス
ト
と
リ
ス
ク
を
計
算

し
、
責
任
分
担
や
リ
ス
ク
分
担

を
あ
ら
か
じ
め
契
約
や
協
定
で

明
確
に
規
定
し
ま
す
。

　

現
在
、
多
く
の
自
治
体
が
Ｐ

Ｆ
Ｉ
に
よ
る
公
共
事
業
に
つ
い

て
注
目
し
、検
討
し
て
い
ま
す
。

�
　

区
は
、
杉
並
公
会
堂
改
築
の

Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
、「
建
設
地
の
提
供
」

を
行
い
、「
杉
並
公
会
堂
が
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
」
を
示

し
ま
す
。
ま
た
、
事
業
運
営
期

間
中
は
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
水
準

が
一
定
基
準
以
上
確
保
で
き
て

い
る
か
監
視
し
、
サ
ー
ビ
ス
購

入
料
を
支
払
っ
て
い
き
ま
す
。

　

民
間
事
業
者
は
、
従
来
、
区

が
行
っ
て
い
た
資
金
調
達
、
設
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公
会
堂
改
築
へ

のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
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入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入

の
導
入

計
、
建
設
、
運
営
、
維
持
管
理

な
ど
を
、
自
ら
の
技
術
や
経
営

ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
り
行
い
ま
す
。

��
財
政
支
出
の
抑
制

　

区
が
、
設
計
か
ら
建
設
、
運

営
・
維
持
管
理
な
ど
を
分
離
し

て
委
託
し
て
い
た
従
来
方
式
に

比
べ
、
す
べ
て
を
民
間
事
業
者

に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
建

設
費
か
ら
維
持
管
理
費
を
通
し

た
総
合
的
な
利
益
確
保
を
目
指

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
維
持
管
理
な
ど
を
考

え
た
設
計
・
施
工
プ
ラ
ン
の
策

定
、
工
期
短
縮
の
実
現
な
ど
も

で
き
る
た
め
、
経
費
の
削
減
に

な
り
ま
す
。

�
財
政
支
出
の
平
準
化

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
は
、
建
設
費

な
ど
の
初
期
経
費
に
つ
い
て

は
、
民
間
事
業
者
が
資
金
調
達

を
し
ま
す
。
そ
し
て
、
区
は
、

初
期
経
費
を
含
め
た
事
業
経
費

を
事
業
期
間
に
わ
た
り
平
準
化

し
て
民
間
事
業
者
に
支
払
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
時
的
な

財
政
負
担
の
増
大
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

�
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上

　

民
間
事
業
者
の
運
営
ノ
ウ
ハ

ＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰ
ＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦ
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ
でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期
待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待

Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
期
待

ささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果

さ
れ
る
効
果

ウ
な
ど
を
活
用
し
て
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
行
う
た
め
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
が
期

待
で
き
ま
す
。

�
リ
ス
ク
分
担
の
適
正
化

　

従
来
方
式
の
公
共
事
業
で

は
、
区
が
事
業
主
体
と
し
て
計

画
立
案
か
ら
運
営
に
至
る
す
べ

て
の
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
ま
し

た
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
は
、
区
か

ら
民
間
事
業
者
に
一
定
の
リ
ス

ク
が
移
転
さ
れ
、
事
業
契
約
書

な
ど
で
明
確
化
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
区
の
経
費
や
事

務
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

��
実
施
方
針
の
公
表
（　

月
）

１２

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
行
う
杉
並
公
会
堂

の
事
業
内
容
や
運
営
基
準
な

ど
、
事
業
を
実
施
す
る
上
で
の

方
針
を
公
表
し
ま
す
。

�
事
業
者
の
募
集
開
始
（　

年
１４

４
月
）

　

事
業
を
実
施
す
る
民
間
事
業

者
を
募
集
し
ま
す
。

�
事
業
者
の
選
定（　

年　

月
）

１４

１０

　

事
業
を
実
施
す
る
民
間
事
業

者
を
選
定
し
ま
す
。

�
設
計
建
設
期
間　
　
　
　
　

　
　

年
〜　

年
（
予
定
）

１５

１８
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ケ
ジ
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ー
ル

　

杉
並
区
は
、
昭
和
７
年　
１０

月
１
日
に
当
時
の
和
田
堀

町
・
杉
並
町
・
井
荻
町
・
高

井
戸
町
の
四
つ
の
町
が
合
併

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。来
年
、

平
成　

年　

月
１
日
は
、
ち

１４

１０

ょ
う
ど
七
〇
年
目
に
な
り
ま

す
。

　

区
で
は
、
区
制
施
行
七
〇

周
年
の
節
目
に
あ
た
る　

年
１４

度
に
、
七
〇
年
の
間
区

政
を
支
え
て
い
た
だ
い

た
区
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
、
さ
ら
な
る
自
治

の
発
展
を
願
い
、
記
念

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
記
念
事
業
の
実

施
に
あ
た
り
、
企
画
委

員
会
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

　

【
対
象
】
区
内
在
住

の
方【
募
集
人
数
】五
名
程
度

　

申
し
込
み
は
、ハ
ガ
キ（
４

面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に

簡
単
な
記
念
事
業
に
つ
い
て

の
意
見
も
書
い
て
、　

月
２

１１

日（
消
印
有
効
）ま
で
に
総
務

課
記
念
事
業
担
当
へ
。
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
、選
考
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
担
当

へ
。

区
で
は
、老
朽
化
し
た
杉
並
公
会
堂
の
改
築
に
つ
い
て
、「
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

（　

年
９
月
施
行
・
通
称
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
」）
に
基
づ
き
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

１１

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
区
民
生
活
部
管
理
課
施
設
計
画
担
当
へ
。

　

区
は
、
行
財
政
改
革
の
視
点

か
ら
、
低
廉
で
良
質
な
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
が
期
待
で
き
る

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
導
入
に
つ
い
て
、　
１２

年
６
月
に
「
杉
並
区
Ｐ
Ｆ
Ｉ
調

査
研
究
委
員
会
」
を
設
置
し
、

調
査
・
研
究
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
　

年
度
は
、
杉
並
公
会
堂
改

１３

築
へ
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
に
つ
い

て
、
詳
細
な
調
査
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

�
　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は
、
Ｐ
＝
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
（
民
間
）
Ｆ
＝
フ
ァ
イ
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はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは

Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は

　

区
制
施
行
七
〇
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
行
う
、

　

年
度
の
「
全
国
男
女
共
同

１４参
画
宣
言
都
市
サ
ミ
ッ
ト
・

週
間
事
業
」
の
企
画
委
員
を

募
集
し
ま
す
。　

　

【
対
象
】
区
内
在
住
で　
１５

歳
以
上
の
方
【
募
集
人
数
】

一
〇
名
程
度

　

申
し
込
み
は
、
封
書
で
住

所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年

齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番

号
を
明
記
し
、「
あ
な
た
の
考

え
る
男
女
共
同
参
画
と
宣
言

都
市
サ
ミ
ッ
ト
・
週
間
事
業

に
つ
い
て
の
意
見
」（
八
〇
〇

〜
一
〇
〇
〇
字
程
度
）
を
書

い
て
、　

月　

日
（
消
印
有

１１

１５

効
）
ま
で
に
文
化
・
交
流
課

男
女
共
同
参
画
推
進
担
当

へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
選
考
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、同
課
へ
。
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討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討
しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
てててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
検
討
し
て
い
ま
す

区
制
施
行
七
〇
周
年
記
念
事
業

企
画
委
員
募
集

企企
画画
委委
員員
募募
集集

企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集企画委員募集

全国男女共同参画宣言
都市サミット・週間事業

▲現在の杉並公会堂（上荻１‐２３‐１５）
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図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館へ！

　

こ
の
計
画
は
、　

年
度
か
ら

１４

　

年
度
ま
で
の
三
年
間
に
実
行

１６す
べ
き
施
策
の
目
標
を
定
め
、

具
体
的
方
策
を
示
し
た
も
の
と

す
る
予
定
で
す
。

◇
計
画
の
考
え
方

　
「
学
び
あ
い
、
響
き
あ
い
、　

自
分
ら
し
さ
の
創
造
に
向
け

て
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
地
域

の
教
育
力
の
向
上
や
地
域
社
会

の
形
成
を
め
ざ
し
た
、
魅
力
あ

る
教
育
の
実
現
を
図
る
た
め
の

諸
施
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

�
　

学
校
や
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
て
、
段
階
的
に
導
入
し
て
い

き
ま
す
。

①
地
域
の
中
に
あ
る 
学 
び 
舎 
と

ま
な 

や

し
て
の
学
校
づ
く
り

▽
地
域
で
学
校
を
支
え
る
学
校

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
創
設

▽
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に

よ
る
部
活
動
支
援
や
授
業
補

助
②
学
校
の
魅
力
と
独
自
性
が
発

揮
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

▽
校
長
の
裁
量
権
の
拡
大

▽
民
間
人
校
長
の
登
用

③
一
人
一
人
を
大
切
に
し
た
、

き
め
細
か
な
学
習
指
導

▽
若
手
講
師
を
採
用
す
る
フ
レ

◇
計
画
の
大
枠
と
検
討

　

中
の
主
な
施
策

ッ
シ
ュ
補
助
教
員
制
度
お
よ

び
教
員
加
配
に
よ
る
少
人
数

指
導

▽
習
熟
度
別
学
習
の
推
進

④
子
ど
も
た
ち
の
「
こ
こ
ろ
」

と
「
か
ら
だ
」
を
大
切
に
し
た

教
育
環
境

▽
教
育
相
談
事
業
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化

⑤
生
涯
に
わ
た
る
学
び
合
い
を

豊
か
に
す
る
仕
組
み
づ
く
り

▽
地
域
活
動
に
役
立
つ
学
び
の

場
と
し
て
の
「
す
ぎ
な
み
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
」

の
開
設

⑥
家
庭
教
育
や
子
ど
も
た
ち
の

地
域
で
の
体
験
学
習
へ
の
支
援

▽
学
校
週
五
日
制
を
踏
ま
え
た

「
土
曜
日
学
校
」
の
開
設

▽
放
課
後
の
遊
び
な
ど
の
支
援

⑦
区
民
の
主
体
的
な
地
域
ス
ポ

ー
ツ
活
動
に
対
す
る
支
援

▽
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
援

す
る
人
材
養
成☆

　

新
し
い
教
育
改
革
の
計
画

は
、　

年
２
月
に
で
き
る
予
定

１４

で
す
。

　

ご
意
見
・
ご
感
想
は
、　

月
１１

９
日
ま
で
に
教
育
委
員
会
事
務

局
庶
務
課
計
画
係
ま
た
は
社
会

教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
。

※
計
画
の
詳
細
は
、　

月　

日

１０

２１

か
ら
区
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

日常生活の中での、ちょっとした疑問や知り

たいこと、また趣味や仕事の中での調べもの

があるとき、どうしていますか。図書館では、

皆さんの探しものや調べもののお手伝いをし

ています。

どんなことでも、お気軽に職員におたずねく

ださい。

――問い合わせは、各図書館へ。

�題名がわからない

�
　
『
く
ま
の
プ
ー
さ
ん
』『
ち

い
さ
な
う
さ
こ
ち
ゃ
ん
』
な

ど
の
翻
訳
や
、
創
作
・
評
論

な
ど
多
彩
な
活
動
を
続
け
る

区
内
在
住
の
児
童
文
学
者
・

石
井
桃
子
さ
ん
。
戦
後
半
世

紀
以
上
に
わ
た
り
、
日
本
の

児
童
文
学
界
を
リ
ー
ド
し
続

け
た
そ
の
仕
事
を
、初
版
本
、

写
真
な
ど
で
展
示
・
紹
介
し

ま
す
。

　

【
期
間
】　

月　

日
〜　

１０

１９

１４

年
２
月　

日
【
会
場
】
中
央

２０

図
書
館（
荻
窪
３
―　

―　

）

４０

２３

石
井
桃
子
展

本
は
心
の
宝
物

石
井
桃
子
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ

【
入
場
料
】
無
料

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
図
書

館
�
３
３
９
１
‐
５
７
５
４

へ
。　

�
児
童
文
学
講
座 

リ
ン
ド
グ
レ
ー
ン
の

旅
　

『
長
く
つ
下
の
ピ
ッ
ピ
』

な
ど
で
お
な
じ
み
の
作
家
リ

ン
ド
グ
レ
ー
ン
。
彼
女
の
故

郷
で
物
語
の
舞
台
と
な
っ
た

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
美
し
い
風

景
を
ス
ラ
イ
ド
で
巡
り
ま

す
。

　

【
日
時
】　

月
３
日
�
午

１１

前　

時
〜
正
午
【
会
場
】
柿

１０
木
図
書
館
（
上
井
草
１
―
６

―　

）【
講
師
】
中
央
大
学
教

１３
授
・
池
田
正
孝
さ
ん
【
定
員
】

六
〇
名（
先
着
順
）【
参
加
費
】

無
料

　

申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
柿
木
図
書
館
�

３
３
９
４
‐
３
８
０
１
へ
。

�
　

絵
本
の
楽
し
さ
や
、
子
ど

�
講
演
会 

子
ど
も
と
絵
本
の
た

の
し
い
出
会
い

も
と
絵
本
の
出
会
い
に
つ
い

て
、
本
を
紹
介
し
な
が
ら
お

話
し
し
ま
す
。　

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午

１１

１７

前　

時
〜
正
午
【
会
場
】
中

１０
央
図
書
館
（
荻
窪
３
―　

―
４０

　

）【
定
員
】
三
〇
名
（
先
着

２３順
）【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
電
話
で
杉

並
文
庫
サ
ー
ク
ル
連
絡
会
・

の
び
の
び
文
庫
・
岸
洋
子
�

５
９
３
８
‐
６
７
６
３
、
ポ

ケ
ッ
ト
文
庫
・
湯
沢
朱
実
�

３
３
９
１
‐
５
７
４
３
へ
。

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。

本
の
展
示

　

読
書
週
間
に
、
本
の
展
示

を
し
ま
す
。

◇
永
福
図
書
館

　

「
い
ま
、
こ
の
本
」
…
職

員
が
選
ん
だ
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル

ト
向
け
の
本

◇
柿
木
図
書
館

　

映
画
化
さ
れ
た
松
本
清
張

氏
の
作
品
の
本
、
布
の
絵
本

　
　
　
　
　

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、
各
図
書

館
へ
。

▲石井桃子さん愛用の品と作品

� �������������������������������������������������������������������������������������������������

区
で
は
、「
杉
並
の
教
育
を
考
え
る
懇
談
会
」
の
提
言
を

受
け
、
教
育
改
革
計
画
―
「（
仮
称
）
教
育
改
革
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
」
―
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

１１００月月２２７７日日��～～１１１１月月９９日日��読 書 週 間読読 書書 週週 間間

もも
っっ
とと
元元
気気
にに
！！

もも
っっ
とと
豊豊
かか
にに
！！

杉杉
並並
のの
教教
育育

　登場人物、装丁、あらすじなどを手が

かりにして探します。また、都立図書館

など、他の機関に調査を依頼することも

あります。

　このほか、「おもしろい本はないか」

というような読書相談にもこたえていま

す。好きな作家やジャンルは何か、とい

うことを聞いた上で、図書館で人気のあ

る本や作家、各種ブックリストを紹介し

ます。

　このように、思い出の本、新しい本と

の出会いのお手伝いもしています。

子どもの時に
読んだ本。題名
が思い出せな
いけれど、もう
一度読みたい

催 らし と お 知 せ
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探しものは何ですか？そんなときは、

所在地電話番号図書館

荻　　窪３‐４０‐２３３３９１‐５７５４中 央

永　　福４‐２５‐７３３２２‐７１４１永 福

上 井 草１‐６‐１３３３９４‐３８０１柿 木

高円寺南２‐３６‐２５３３１６‐２４２１高 円 寺

宮　　前５‐５‐２７３３３３‐５１６６宮 前

成 田 東３‐２８‐５３３１７‐０３４１成 田

西 荻 北２‐３３‐９３３０１‐１６７０西 荻

阿佐谷北３‐３６‐１４５３７３‐１８１１阿 佐 谷

南 荻 窪１‐１０‐２３３３５‐７３７７南 荻 窪

下 井 草３‐２６‐５３３９６‐７９９９下 井 草

高井戸東１‐２８‐１３２９０‐３４５６高 井 戸

　

本
な
ど
を
借
り
る
と
き
は
、

「
利
用
者
カ
ー
ド
」
の
提
示
が

必
要
で
す
。
利
用
者
の
住
所
が

確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
、

保
険
証
な
ど
）
を
持
っ
て
、
最

寄
り
の
図
書
館
で
登
録
を
し
て

く
だ
さ
い
。
小
学
生
以
下
は
、

住
所
確
認
は
不
要
で
す
。
図
書

一
〇
冊
、
Ｃ
Ｄ
二
点
ま
で
、
一

五
日
間
借
り
ら
れ
ま
す
。

◇
リ
ク
エ
ス
ト
制
度

　

貸
出
中
の
本
を
予
約
し
た

り
、
最
寄
り
の
図
書
館
に
な
い

本
は
、
区
内
の
他
の
図
書
館
か

ら
取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
区
立
図
書
館
に
置

い
て
い
な
い
も
の
は
新
規
に
購

入
し
た
り
、
都
立
図
書
館
、
国

立
国
会
図
書
館
な
ど
か
ら
借
り

る
な
ど
、
可
能
な
限
り
用
意
し

ま
す
。

◇
杉
並
に
つ
い
て
の
資
料

　

行
政
資
料
や
郷
土
資
料
を
各

図
書
館
に
置
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
中
央
図
書
館
の
杉
並
資
料

室
で
は
、
区
の
資
料
だ
け
で
な

く
都
や
都
内
の
自
治
体
の
資
料

を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
阿
佐
谷
文
士
村
ゆ
か

り
の
作
家
の
著
書
も
収
集
し
て

い
ま
す
。

◇
ふ
れ
あ
い
図
書
室

　

学
校
の
空
き
教
室
な
ど
を
利

用
し
た
図
書
室
で
、
蔵
書
は
、

そ
れ
ぞ
れ
約
五
〇
〇
〇
冊
で

す
。

◇
目
や
身
体
が
不
自
由
な
方
へ

の
サ
ー
ビ
ス
（
登
録
制
）

▼
対
面
朗
読

　

希
望
す
る
本
を
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
朗
読
者
が
、
図
書
館
な

ど
で
朗
読
し
ま
す
。

▼
点
字
図
書
な
ど
の
貸
出
し

　

点
字
図
書
や
録
音
図
書
（
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
）、拡
大
写
本
の

貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
郵
送
サ
ー
ビ
ス

　

来
館
が
困
難
な
方
に
、録
音
・

点
字
図
書
の
ほ
か
、
一
般
図
書

も
郵
送
で
貸
し
出
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
図
書

館
へ
。

図
書
館
を
利
用
す
る
に
は

　新しいことを始めよう、と思ったとき、何から手をつけ

てよいかわからないことがあります。この場合は、自分史

の書き方や、自費出版について、パソコンの使い方に始ま

り、先祖についての探索まで、役に立つ本をご案内し、調

べもののお手伝いをします。

　図書館で新たな趣味や生きがいを見つけませんか。

�定年後の生活を豊かに

　何かしてあげたいけれど、どうしたらよいのか…。そんな漠然とし

た問題も、図書館で解決のヒントが見つかることがあります。

　この場合は、手紙の書き方の本（お見舞い）や、ペットの葬式の本、

また心理学の本（ペット・ロス）などを案内することが考えられます。

職員と一緒に、何が必要なのかを探り出し、ぴったり合った本を見つ

け出しましょう。

　各図書館で、新聞の縮刷版を購入しています。中

央図書館では、昭和初期のものから揃えています。

　また、雑誌のバックナンバーや品切れ・絶版の本、

地域資料など、流通していない資料も、図書館でな

ら見つけることができます。区の図書館になくても、

都立や国立など全国の図書館へ協力貸出を依頼し、

提供しています。

　なお、中央図書館には、特殊コレクションとして、

井伏�二さんなど阿佐谷文士村ゆかりの作家の初版

本などがありますので、ご利用ください。

�知りたいことがはっきりしない

�入手困難なもの

学学学学学学学学学学学 校校校校校校校校校校校 通通通通通通通通通通通 信信信信信信信信信信信
　
　

月
３
日
、
杉
並
第
一
小

１０
学
校
の
二
年
生
二
六
名
が
朝

鮮
第
九
初
級
学
校
を
訪
問
、

自
分
た
ち
の
学
校
で
育
っ
た

烏
骨
鶏
の
つ
が
い
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

　

杉
一
小
と
朝
鮮
第
九
は
歩

い
て
五
分
ほ
ど
の
距
離
に
あ

り
ま
す
。
二
〇
年
ほ
ど
前
、

両
校
の
子
ど
も
た
ち
が
よ
く

け
ん
か
を
し
て
い
た
の
で
、

何
と
か
し
よ
う
と
保
護
者
同

士
の
交
流
が
始
ま
り
、
今
で

は
学
校
ぐ
る
み
の
交
流
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
朝
鮮
第
九
で
は
そ

れ
ま
で
飼
っ
て
い
た
名
古
屋

コ
ー
チ
ン
三
羽
が
逃
げ
出
し

た
り
、
犬
に
襲
わ
れ
た
り
し

て
次
々
と
い
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
聞
い

た
杉
一
小
で
は
、
六
羽
い
る

烏
骨
鶏
か
ら
二
羽
を
選
び
、

ニ
ワ
ト
リ
の
「
日
朝
親
善
大

使
」
と
し
て
贈
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

３
日
の
お
昼
近
く
、
リ
ボ

ン
の
飾
り
を
つ
け
た
大
き
な

ダ
ン
ボ
ー
ル
に
ニ
ワ
ト
リ
を

い
れ
、
皆
で
担
い
で
朝
鮮
第

九
に
到
着
す
る
と
、
朝
鮮
第

九
の
二
年
生
も
出
迎
え
に
校

庭
に
出
て
き
ま
す
。
交
流
は

こ
れ
ま
で
三
年
生
以
上
の
子

ど
も
た
ち
が
や
っ
て
き
た
の

で
、
二
年
生
に
は
今
日
が
初

顔
合
わ
せ
の
子
が
多
く
、
皆

ち
ょ
っ
と
緊
張
ぎ
み
。　
　

　

杉
一
小
の
代
表
の
子
が

「
え
さ
は
キ
ャ
ベ
ツ
を
刻
ん

で
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど

実
物
を
見
せ
な
が
ら
世
話
の

仕
方
を
説
明
し
ま
す
。
実
際

に
烏
骨
鶏
が
取
り
出
さ
れ
る

と
、
な
れ
て
い
な
い
朝
鮮
第

九
の
子
ど
も
た
ち
は
怖
が
っ

て
し
り
ご
み
し
、
中
に
は
逃

げ
出
す
子
も
。
そ
こ
で
杉
一

小
の
子
が
「
大
丈
夫
だ
よ
、

後
ろ
か
ら
そ
っ
と
抱
い
て
あ

げ
て
」
と
教
え
て
あ
げ
る

と
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
仲

良
し
の
輪
が
で
き

ま
し
た
。

　

朝
鮮
第
九
の
子

ど
も
た
ち
の
代
表

が
、
「
い
つ
で
も

ま
た
ニ
ワ
ト
リ
に

会
い
に
来
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
て
、
今
日
は

お
別
れ
。
で
も
こ

れ
が
新
し
い
交
流

の
始
ま
り
に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

�開館時間：午前９時～午後８時
（日曜・祝日は午後５時まで）
�休館日：月曜日、第３木曜日

� �������������������������������������������������������������������������������������������������

�

�

�

�

������������������������������������������������

������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

友人が飼っていたペットを亡くして
悲しんでいる

 
烏
骨
鶏 
が
親
善
大
使
に

う
こ
っ
け
い

杉
並
第
一
小
学
校

▼

そ
ー
っ
と
抱
い
て
み
て
ね

〈ふれあい図書室〉

利用時間所在地図書室名
毎週土曜日
午後１時～４時

方南１‐５２‐１４
方南小学校１階方　南

毎週日曜日
午後１時～４時

高円寺北４‐２８‐５
馬橋小学校３階馬　橋

毎週日曜日
午後１時～４時

善福寺１‐１８‐９
善福寺児童館１階善福寺

※問い合わせは、中央図書館へ。

自分の生まれた日の新
聞を読みたい

自分史をまとめて、本を出したい



NO.1571 平成１３（２００１）年１０月２１日（日曜日）　●４

杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

�
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と

大
人
の
役
割 

あ
つ
ま
れ
、
引
き
こ
も
り

く
ー
ん
！
本
を
作
ろ
う
！

　

外
へ
踏
み
出
す
き
っ
か
け

に
、
本
を
共
同
制
作
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
寄
稿
、
編
集
両
方
面

で
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。（
区
後
援
）

　

【
日
時
】　

月
８
日
�
午
後

１１

４
時
〜
６
時
【
会
場
】
高
円
寺

社
会
教
育
会
館
（
高
円
寺
南
４

―　

―
１
）【
参
加
費
】
無
料

５０

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
わ
れ
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
荒
川
�
３
３
９

５
‐
３
３
３
８
、
森
内
�
３
３

９
５
‐
０
３
３
２
へ
。

�
グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
の
会
公
演 

宝
生
あ
や
こ
の
ポ
エ
ジ

カ
ル

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１１

１０

１
時
〜
３
時
／
午
後
４
時
〜
６

時
の
二
回
公
演
（
区
後
援
）【
会

場
】劇
団
手
織
座
ア
ト
リ
エ（
成

田
東
４
―
９
―
６
）【
内
容
】
詩

人
・
谷
川
俊
太
郎
の
世
界
【
入

場
料
】
一
五
〇
〇
円

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

劇
団
手
織
座
・
鉄
砲
塚
�
３
３

９
３
‐
２
７
２
１
（
午
前　

時
１０

　

分
〜
午
後
５
時　

分
）
へ
。

３０

３０

植
物
の
観
察
会

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
前

１１

１０

　

時
〜
正
午
【
集
合
場
所
】
善

１０福
寺
公
園
渡
戸
橋
付
近（「
善
福

寺
公
園
前
」バ
ス
停
前
）【
講
師
】

杉
並
植
生
研
究
会
・
五
味
一
光

さ
ん
ほ
か【
定
員
】五
〇
名
（
先

着
順
）【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で
環
境
課
庶
務
係
へ
。

�
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
楽

し
む
街
・
荻
窪 

小
さ
い
秋
み
つ
け
た 

「
荻
窪
の
音
楽
祭
」

　
　
　
　

月
１
日
�
〜
４
日
�

１１

　

荻
窪
の
街
で
春
と
秋
に
行
な

わ
れ
る
手
作
り
の
音
楽
祭
も
四

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
秋

は
、
駅
周
辺
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
や
ミ
ニ
ホ
ー
ル
、
個

人
の
お
宅
や
喫
茶
店
、
学
校
の

体
育
館
、
保
健
所
な
ど
で
、
の

べ
五
五
回
、
約
三
〇
〇
名
の
演

奏
に
よ
る
ホ
ッ
ト
な
コ
ン
サ
ー

ト
が
楽
し
め
ま
す
。

　

音
楽
祭
総
合
ガ
イ
ド
は
、
地

域
区
民
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、

保
健
所
な
ど
の
区
の
施
設
や
、

荻
窪
駅
、
荻
窪
ル
ミ
ネ
、
各
商

店
街
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
を
楽
し
む
街
・
荻
窪
事

務
局
�
３
３
９
１
‐
５
１
１
４

ま
た
は
文
化
・
交
流
協
会
�
５

３
１
１
‐
７
０
３
５
へ
。　

杉
並
区
農
産
物
品
評
会

　

区
内
農
家
が
丹
精
込
め
て
生

産
し
た
野
菜
・
植
木
・
花
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
出
品
物
の
販
売

も
し
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月
３
日
�
正
午

１１

〜
午
後
１
時
（
観
覧
時
間
）
／

午
後
１
時
〜
４
時（
販
売
時
間
）

【
会
場
】
産
業
商
工
会
館
（
阿

　
　

月　

日
�
〜　

月
９
日
�

１０

２８

１２

　

「
ソ
ノ
シ
ー
ト
っ
て
何
？
」

ビ
ニ
ー
ル
製
の
ペ
ラ
ペ
ラ
な
薄

い
レ
コ
ー
ド
の
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
か
。
昭
和　

年
に
日
本

３４

最
初
の
ソ
ノ
シ
ー
ト
雑
誌
が
発

刊
さ
れ
、
雑
誌
か
ら
音
が
出
る

と
い
う
驚
き
は
、
新
時
代
の
幕

開
け
を
実
感
さ
せ
ま
し
た
。
当

時
の
「
音
」
そ
の
も
の
に
対
す

る
こ
だ
わ
り
、
遊
び
心
は
今
も

新
鮮
さ
を
失
っ
て
い
ま
せ
ん
。

実
際
に
会
場
で
そ
の
熱
い
思
い

を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

一
部
リ
ク
エ
ス
ト
も
織
り
込
ん

だ
「
ソ
ノ
シ
ー
ト
鑑
賞
会
」
も

あ
り
ま
す
。

　

一
〇
〇
名
の
区
民
の
皆
さ
ん

か
ら
お
借
り
し
た
資
料
を
も
と

に
、
三
名
の
「
区
民
学
芸
員
」

が
企
画
し
た
特
別
展
を
、
ぜ
ひ

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◇
講
演
会

�
「
足
で
聞
く
・
目
で
聞
く
・

耳
で
聞
く
」

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１１

１８

２
時
〜
４
時
【
講
師
】
元
朝
日

ソ
ノ
ラ
マ
編
集
長
・
林
成
郎
さ

ん�
「
耳
を
す
ま
し
て
」

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１１

２５

２
時
〜
４
時
【
講
師
】
詩
人
・

谷
川
俊
太
郎
さ
ん

◇
ソ
ノ
シ
ー
ト
鑑
賞
会

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１１

２３

２
時
〜
４
時

☆

　

【
会
場
】
郷
土
博
物
館
（
大

宮
１
―　

―
８
）【
定
員
】
八
〇

２０

名
（
先
着
順
）【
参
加
費
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
博
物
館

�
３
３
１
７
‐
０
８
４
１
へ
。

※
�
開
館
時
間
＝
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４

時　

分
ま
で
）
�
観
覧
料
＝

３０
一
〇
〇
円
（
二
〇
人
以
上
の

団
体
＝
八
〇
円
、
中
学
生
以

下
無
料
）
�
期
間
中
休
館
日

＝
毎
週
月
曜
日
、　

月　

日

１１

１５

　

�
車
で
の
来
館
は
、
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

佐
谷
南
３
―
２
―　

）
１９

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
農
業

係
へ
。

※
当
日
は
、
買
い
物
を
入
れ
る

袋
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

�
郷
土
史
講
座 

歴
史
と
文
化
の 

江
戸
深
川
散
策

　

芭
蕉
の
遺
跡
と
そ
の
周
辺
を

歩
き
ま
す
。（
区
後
援
）

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
前

１１

１８

９
時　

分
集
合
【
集
合
場
所
】

２０

都
営
新
宿
線
森
下
駅
前
【
コ
ー

ス
】
深
川
神
明
宮
↓
芭
蕉
記
念

館
↓
靈
巌
寺
↓
清
澄
庭
園
↓
浄

心
寺
↓
富
岡
八
幡
宮
↓
深
川
不

動
↓
永
代
寺
↓
都
営
大
江
戸
線

門
前
仲
町
駅
解
散
（
午
後
０
時

　

分
ご
ろ
）【
定
員
】
七
〇
名

４０【
参
加
費
】
五
〇
〇
円
（
昼
食
・

入
園
料
は
各
自
負
担
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で
、

　

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
杉

１０

３１

並
郷
土
史
会
・
原
田
弘
（
〒　
１６６

‐
０
０
１
２
和
田
３
―　

―　

）

２７

２３

へ
。申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
原
田
�
３

３
１
２
‐
６
６
２
３
へ
。

※
入
園
料
は
年
齢
に
よ
り
割

引
・
免
除
が
あ
り
ま
す
。

お
鷹
の
道
・
み
ど
り
と

史
跡
を
歩
く

　

秋
の
一
日
、 
真
姿 
の
池
、
国

ま
す
が
た

分
寺
万
葉
植
物
園
と
殿
ケ
谷
戸

公
園
を
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん

か
。（
区
後
援
）

　

【
日
時
】　

月
８
日
�
午
前

１１

９
時　

分
〜
午
後
２
時
【
集
合

３０

場
所
】Ｊ
Ｒ
国
分
寺
駅
南
口【
定

員
】
五
〇
名
【
参
加
費
】
五
〇

〇
円
（
保
険
料
・
資
料
代
な
ど
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
・
連
名

可
）
で
、　

月　

日
（
消
印
有

１０

２７

効
）
ま
で
に
東
京
都
み
ど
り
の

推
進
委
員
杉
並
地
区
会
事
務
局

（
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
）
へ
。
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
会
・
◎

◎
�
◎
◎
◎
◎
‐
◎
◎
◎
◎（
午

後
６
時
以
降
）
へ
。

※
弁
当
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

�
健
康
都
市
杉
並
フ
ァ
ロ

２
０
０
１ 

エ
ン
ジ
ョ
イ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
前

１０

２６

　

時
〜　

時　

分
（
毎
月
第
四

１０

１１

３０

金
曜
日
実
施
・
９
時　

分
集
合
）

４５

【
集
合
場
所
】
高
井
戸
保
健
セ

ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３
―　

―
２０

３
）【
内
容
】健
康
チ
ェ
ッ
ク
、ス

ト
レ
ッ
チ
を
し
て
か
ら
、
神
田

川
沿
い
塚
山
公
園
ま
で
の
コ
ー

ス
を
歩
き
ま
す
（
雨
天
の
場
合

は
室
内
で
三
〇
分
体
操
）【
参
加

費
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
集
合
場
所

へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
高
井
戸
保

健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
３
４
‐
４

３
０
４
へ
。

エ
ン
ジ
ョ
イ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
前

１１

２０

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
高
井
戸

１０保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３

―　

―
３
）【
内
容
】
講
義
（
野

２０
菜
を
し
っ
か
り
と
る
工
夫
）
と

調
理
実
演
【
対
象
】
区
内
在
住
・

在
勤
の
方
【
定
員
】
三
〇
名

（
先
着
順
）【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で
高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー

�
３
３
３
４
‐
４
３
０
４
へ
。

�
杉
並
区
さ
ん
あ
い
公
社 

高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

　

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
経
験
が
な

い
方
を
対
象
に
、
入
門
・
基
礎

を
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
・
ワ
ー
ド

（

）
を
使
用
し
て
学
び

ま
す
（
使
用
機
種
＝
日
立
・
プ

リ
ウ
ス
）。　

専
門
家
に
よ
る
説

明
と
実
技
指
導
を
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
第
一
回
＝　

月　
１１

２６

日
�
〜　

日
�
、
第
二
回
＝　

３０

１２

月
３
日
�
〜
７
日
� 
／
各
回

と
も
午
前
の
部
＝
午
前　

時
〜

１０

正
午
、
午
後
の
部
＝
午
後
１
時

　

分
〜
３
時　

分
【
会
場
】
杉

３０

３０

並
区
社
会
福
祉
会
館
（
阿
佐
谷

南
１
―　

―
７
）【
対
象
】　

歳

１６

６０

以
上
の
区
民
で
全
日
程
参
加
で

き
る
方
【
定
員
】
各
一
七
名

【
受
講
料
】
一
万
三
〇
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
希

望
回
（
い
ず
れ
か
一
回
、
午
前

か
午
後
を
必
ず
指
定
）
も
書
い

て
、　

月　

日
（
必
着
）
ま
で

１１

１４

に
同
公
社
管
理
課
（
〒　

‐
０

１６６

０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
７

１６

杉
並
区
社
会
福
祉
会
館
六
階
）

へ（
持
参
も
可
）。
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
公
社
管

理
課
�
５
３
０
６
‐
３
１
３
５

へ
。

�
東
京
立
正
女
子
短
期
大

学
公
開
講
座 

こ
こ
ろ
の
世
界
を
さ
ぐ
る

　

【
日
時
・
内
容
・
講
師
】
右

下
表
の
と
お
り
（
区
共
催
）【
会

場
】
東
京
立
正
女
子
短
期
大
学

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
【
定
員
】
各
講
座
五

〇
名
【
参
加
費
】
一
〇
〇
円（
資

料
代
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
希

望
講
座
名
も
書
い
て
、　

月　
１０

３１

日
（
必
着
）
ま
で
に
同
大
学
公

開
講
座
係
（
〒　

‐
０
０
１
３

１６６

堀
ノ
内
２
―　

―　

）
へ
。
一

４１

１５

枚
の
ハ
ガ
キ
で
複
数
の
講
座
の

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
�
３

３
１
３
‐
５
１
０
１
へ
。

�
く
ら
し
イ
キ
イ
キ
講
座

知
っ
て
お
き
た
い
葬
儀

と
お
墓

　

【
日
時
・
テ
ー
マ
】
①　

月
１１

　

日
�
＝
自
分
ら
し
い
葬
儀
を

１３考
え
る
②　

日
�
＝
現
代
の
霊

２０

園
事
情
／
時
間
は
い
ず
れ
も
午

後
２
時
〜
４
時
【
会
場
】
消
費

者
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―

　

―
４
）【
講
師
】
①
葬
送
ジ
ャ

３６ー
ナ
リ
ス
ト
・
碑
文
谷
創
さ
ん

②
�
全
日
本
墓
園
協
会
主
任
研

究
員
・
横
田
睦
さ
ん
【
定
員
】

五
〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で
、

　

月
５
日
（
必
着
）
ま
で
に
消

１１費
生
活
課
（
〒　

‐
０
０
０
４

１６６

阿
佐
谷
南
１
―　

―
４
）
へ
。

３６

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
�
３

３
１
４
‐
３
６
４
３
へ
。

▲荻窪の音楽祭

●往復ハガキの場合は返
信用のあて先も記入を

●あて先は各記事の申込
先

●託児（３歳～就学前）の
ある行事は、託児希望
の有無、お子さんの氏
名・年齢・性別も記入

ハガキ記入例

�行事名
�住所
�氏名（フリガナ）
�年齢
�性別
�電話番号

（１人１枚）

催
し

講
座
・

　

講
演

区
民
が
つ
く
る
特
別
展 

○Ｃ 手塚プロダクション

〈東京立正女子短期大学公開講座〉
講　師内　容月　日

学長
藤井　教正鎌倉仏教の遺産１１月１７日Ａ

助教授
鈴木　順子

おとぎ話の 暗喩 「白雪姫」に
あんゆ

見る女性の心１２月１日Ｂ

教授
紙谷　威廣日本の霊山「民衆の心と旅」　　８日Ｃ

※時間はいずれも、土曜日の午前１０時～１１時３０分。
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�
　

【
日
時
】　

月
９
日
�
・　

１１

１２

日
�
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

３０

３０

分
【
会
場
】
荻
窪
保
健
セ
ン
タ

ー
（
荻
窪
５
―　

―
１
）
【
内

２０

容
】
９
日
＝
講
義
／　

日
＝
骨

１２

密
度
測
定
【
講
師
】
都
立
府
中

病
院
医
師
・
田
中
清
和
さ
ん【
対

象
】
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

【
定
員
】
三
〇
名
（
先
着
順
）

【
費
用
】
無
料

　
 
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
荻
窪
保
健
セ
ン
タ

ー
�
３
３
９
１
‐
０
０
１
５
へ
。

�
杉
並
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

ス
ー
パ
ー
文
化
講
演
会

　

「 
鉄
道
員 
」
な
ど
の
作
品
で

ぽ

っ

ぽ

や

お
な
じ
み
の
直
木
賞
作
家
に
よ

る
、
新
エ
ン
ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ
幸

福
論
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

【
日
時
】　

月　

日
	
午
後

１１

２８

７
時
開
演
（
６
時
開
場
・
区
共

催
）【
会
場
】
杉
並
公
会
堂
（
上

荻
１
―　

―　

）【
内
容
】「
絶

２３

１５

対
」
幸
福
主
義
と
は
？
【
講
師
】

作
家
・
浅
田
次
郎
さ
ん
【
定
員
】

一
〇
八
八
名
（
全
席
自
由
）【
入

場
料
】
二
〇
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
人
数
分
の
料

金
と
住
所
・
氏
名
記
入
の
返
信

用
封
筒
（
八
〇
円
切
手 
貼
付 
）

ち
ょ
う
ふ

を
同
封
の
う
え
郵
送
で
杉
並
文

化
村
（
〒　

‐
８
５
６
０
天
沼

１６７

３
―　

―
２
）
へ
。

１０

　

問
い
合
わ
せ
も
、
杉
並
文
化

村
・
渡
辺
�
３
２
２
０
‐
０
０

２
１
へ
。

�
健
康
づ
く
り
支
援
事
業 

人
生
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
す

る
た
め
に
―
骨
密
度
を

へ
ら
さ
な
い
法

◇
区
民
一
〇
〇
名
を
無
料
招
待

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、　

月
２
日
ま
で
に
社
会
教

１１

育
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
１

１６６

１
梅
里
１
―　

―　

）
へ
。

２２

３２

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１
へ
。

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
が
あ

り
ま
す
。

�
区
民
企
画
事
業 

相
手
も
自
分
も
生
か
す 

人
間
関
係
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座 

実
践
編

　

【
日
時
・
内
容
】
左
表
の
と

お
り
【
会
場
】
男
女
平
等
推
進

セ
ン
タ
ー（
ゆ
う
杉
並
）【
講
師
】

親
業
訓
練
協
会
公
認
Ｅ
Ｔ
Ｗ
・

Ｐ
Ｅ
Ｔ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・

米
田
美
映
さ
ん
【
対
象
】
区
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の　

代
か

１０

ら　

代
で
、
継
続
し
て
参
加
で

４０
き
る
方
【
定
員
】
三
〇
名
【
参

加
費
】
五
〇
〇
円
（
資
料
代
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、　

月　

日
（
必
着
）
ま
で

１０

３１

に
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

「
人
間
関
係
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
講
座
」
係
（
〒　

‐
０

１６７

０
５
１
荻
窪
１
―　

―
３
）へ
。

５６

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
�
３
３
９
３
‐
４
４
１
０

へ
。

息
抜
き
し
ま
せ
ん
か
？

マ
マ
が「
私
」に
戻
る
時
間

　

【
日
時
・
内
容
・
講
師
】
左

表
の
と
お
り
【
対
象
】
区
内
在

住
の
乳
幼
児
（
未
就
学
児
）
を

持
つ
母
親
【
定
員
】
三
〇
名

（
先
着
順
）【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で
上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー

�
３
３
９
４
‐
１
２
１
２
へ
。

※
託
児
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈区民企画事業〉

内　容月　日

プロローグ１１月７日

相手の気持ちを理解するための聞き方・話し方　　１４日

誤解の起きない自己表現法　　２１日

相手も自分も生かす関係のつくり方　　２８日

エピローグ（講座のまとめ）１２月５日

※時間は、いずれも水曜日の午後６時３０分～８時３０分。

　

時
間
に
追
い
立
て
ら
れ
る

よ
う
に
忙
し
い
朝
、
自
転
車

を
利
用
し
て
時
間
短
縮
し
た

い
…
で
も
放
置
は
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　

安
全
で
美
し
い
街
並
み
に

つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
危
険
な
放
置
自
転
車
！
そ

れ
で
も
ま
だ
置
き
ま
す
か
？

　

放
置
自
転
車
は
、
通
行
を

妨
げ
る
大
き
な
障
害
物
に
な

り
ま
す
。

　

６
月
に
は
、
国
立
駅
前
の

道
路
で
、
放
置
自
転
車
が
原

因
の
死
亡
事
故
が
あ
り
ま
し

た
。「
置
い
ち
ゃ
い
け
な
い
の

は
わ
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

自
分
の
一
台
く
ら
い
な
ら
」

と
自
転
車
を
放
置
し
て
い
ま

せ
ん
か
？

　

あ
な
た
が
置
い
た
隣
り
に

ど
ん
ど
ん
放
置
自
転
車
が
増

え
、
通
行
の
妨
げ
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
救
急
車
な
ど
の

緊
急
車
両
の
通
行
の
妨
げ
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
放
置
自
転
車
撤
去
費
用
は

年
間
一
億
二
四
〇
〇
万
円

（　

年
度
）

１１

　

区
内
の
全
駅
に
必
要
な
台

数
を
収
容
で
き
る
自
転
車
駐

車
場
を
整
備
す
る
こ
と
は
理

想
で
す
が
、
駅
前
の
土
地
の

確
保
は
難
し
く
、
膨
大
な
費

用
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、

撤
去
は
一
時
的
な
効
果
は
あ

り
ま
す
が
、
結
局
解
決
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

放
置
が
な
く
な
れ
ば
、
税

金
を
も
っ
と
有
効
活
用
で
き

る
の
で
す
。

◇
「
放
置
」
の
意
味
、
知
っ

て
い
ま
す
か
？

　

「
一
日
中
置
い
て
あ
る
も

の
だ
け
が
放
置
」
だ
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？

　

仕
事
や
買
い
物
な
ど
で
あ

っ
て
も
、
道
路
な
ど
の
公
共

の
場
所
に
置
い
て
自
転
車
か

ら
離
れ
、
す
ぐ
に
移
動
で
き

な
け
れ
ば
、「
放
置
」
で
す
。

　

区
で
は
、
駅
周
辺
を
自
転

車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定

し
、
即
時
撤
去
を
行
っ
て
い

ま
す
。
撤
去
さ
れ
る
か
ら
放

置
し
な
い
の
で
は
な
く
、
自

転
車
を
利
用
す
る
マ
ナ
ー
と

し
て
、
放
置
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

駅
か
ら
近
い
方
は
自
転
車

の
利
用
を
控
え
て
く
だ
さ

い
。

　

各
駅
周
辺
の
自
転
車
駐
車

場
の
利
用
方
法
な
ど
の
問
い

合
わ
せ
は
、
自
転
車
対
策
係

へ
。

�

�

�

�

������������������������������������������������

������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅
前前前前前前前前前前前前前前前前
放放放放放放放放放放放放放放放放
置置置置置置置置置置置置置置置置
自自自自自自自自自自自自自自自自
転転転転転転転転転転転転転転転転
車車車車車車車車車車車車車車車車

駅
前
放
置
自
転
車

クククククククククククククククク
リリリリリリリリリリリリリリリリ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
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ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

月　

日
�
〜　

日
�

１０

２２

３１

競技大会

�第３回フレンドシップソフトバレーボール大会
　【日時】１２月９日�午前９時～午後７時（区共催）【会場】上井草スポーツセ
ンター（上井草３‐３４‐１）【対象】区内在住・在勤・在学の小学校高学年以上
のチーム（６名以上）【参加費】１人５００円【申込み】所定の申込用紙（区立体育
館においてあります）に必要事項を記入し、参加費を添えて１１月２２日（必着）ま
でに現金書留で区ソフトバレーボール連盟・粕谷泰右（〒１６６‐００１１梅里２‐４０
‐１７‐１１０２）へ郵送または同連盟理事へ【問合せ】亀山米子�５９３８‐８３３１（午前
８時～１０時）【備考】笛を必ずお持ちください
� 区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇合気道演武大会
　【日時】１１月２５日�午後０時４５分～５時【会場】勤労福祉会館（桃井４‐３‐
２）【対象】区内在住・在勤・在学および区内の合気道団体に所属の方【定員】
１２０名(先着順)【内容】演武形式【参加費】無料【申込み・問合せ】１１月１０日まで
に杉並合気会・町田�３３９３‐５１２１へ

�

�親子スケート教室
　【日時】１２月２日�・９日�の午前１０時～正午【会場】シチズンアイススケー
トリンク（新宿区高田馬場４‐２９‐２７）【定員】４０名【対象】区内在住・在学の
小学生とその親（親の在勤可）で２日とも出席できる初心者【参加費】１人２１００
円【申込み】往復ハガキ（４面ハガキ記入例参照・１家族１枚）に参加者全員の
氏名（フリガナ）・生年月日・性別・靴のサイズ・子どもの学年も書いて、１１月
１２日（必着）までに(財)杉並区スポーツ振興財団（〒１６６‐０００４杉並区阿佐谷南１
‐１４‐２みなみ阿佐ケ谷ビル８階）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】
同財団�３３１２‐２１１１（区代表）【備考】現地集合、解散

スポーツ教室・その他

�フィットネスセミナー　気軽にフィットネス～体を引き締めたいあなたへ～
　【日時】１１月１日�午前９時～１１時【会場】上井草スポーツセンター・トレー
ニングルーム（上井草３‐３４‐１）【対象】区内在住・在勤・在学の方【定員】
３０名（先着順）【参加費】無料（入場料として４００円必要）【申込み・問合せ】電
話で同センター�３３９０‐５７０７へ【その他】セミナー開催中は一般利用できません
�弓道・アーチェリー認定講習会
　弓道場を利用するには利用証（一定の技量を認定）が必要となります。安全に
利用していただくため、段位などをお持ちでない方は講習会に参加し、認定をお
受けください。認定を受けた方には技量に応じた利用証を発行します。
　【日時】１１月２４日�＝弓道、２５日�＝アーチェリー／時間はいずれも午後１時
～５時【会場】上井草スポーツセンター・弓道場（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐
１）【対象】弓道またはアーチェリーの経験のある方【定員】各３６名（先着順）
【参加費】無料【申込み・問合せ】同スポーツセンター�３３９０‐５７０７（実施日の
１週間前までに電話で申し込んでください）【備考】託児（３歳～就学前）あり
�地域スポーツで元気な杉並をつくる人のつどい
　地域スポーツを盛り上げたい方大歓迎！ホームページでのＰＲを学んだり、ク
ラブ運営について話し合ったりする学びと交流のつどいです。あなたの実践に生
かせるヒントを探しましょ
う。興味のあるテーマのみの
参加もできます。
　【日時・内容】右表のとお
り【会場】荻窪体育館（荻窪
３‐４７‐２）／１１月２７日は上
井草スポーツセンター（上井
草３‐３４‐１）【定員】５０名
（先着順）【参加費】無料【申
込み・問合せ】１１月８日まで
に電話で社会体育係へ

〈11年度の実績〉（台）

６万　８３２撤　去

４万２８１３返　還

１万６８２２処　分

１１９７リサイクル

約７割返還率

〈息抜きしませんか？ママが「私」に戻る時間〉
講　師テーマ月　日／会　場

子どもの虐待防止センター 　
広岡　智子母親だって人間だもん！１１月５日／上井草保健センタ－

（上井草３‐８‐１９）
スポーツインストラクター　

清水　武からだの 癒 しタイム～ボクササイズ～
いや　　１２日／上井草スポーツセンター

（上井草３‐３４‐１）
チーフインストラクター　　

杉本　雄一
こころの癒しタイム～セルフエステ・
ハーブティー～　　１９日／上井草保健センター

思春期の子育て奮闘中の母親未来予想～先輩ママからのエール
子育て本音トーク＝子育ての悩みなど　　２６日／上井草保健センター

※時間は、いずれも月曜日の午後１時３０分～３時３０分。

▲浅田次郎さん

〈地域スポーツで元気な杉並をつくる人のつどい〉

内　　容（講師）月　日
スポーツ人間を増やして杉並の地域スポーツを
盛り上げよう（立教大学助教授・松尾哲矢）１１月１３日

これからのクラブ運営～ワークショップで考え
よう（日本レクリエーション協会・植田尚史）　　２０日

スポーツ情報の発信～これからのクラブＰＲ
（クラブでの実践者を招いて）　　２７日

座談会・これからの地域スポーツはネットワー
クだ！（日本レクリエーション協会・植田尚史）１２月４日

※時間はいずれも、火曜日の午後７時～９時。

困
り
ま
す
！ 

自
転
車
置
き
ざ
り
知
ら
ん
ぷ
り　
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�区
立
学
校
・
給
食
調
理

補
助
パ
ー
ト

　

【
勤
務
日
・
時
間
】
給
食
を

実
施
す
る
日
の
午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
３
時　

分
（
実
働
六
時

１５

間
）【
募
集
人
数
】
若
干
名
【
時

給
】
一
一
四
〇
円
【
備
考
】
有

給
休
暇
、
健
康
診
断
、
被
服
貸

与
あ
り
。
交
通
費
支
給
（
月
額

一
万
円
限
度
）。社
会
保
険
全
員

加
入
。
一
年
任
用
（
二
回
ま
で

更
新
可
）

　

希
望
者
は
、
写
真
を
は
っ
た

履
歴
書
に
調
理
パ
ー
ト
希
望
と

明
記
し
、　

月　

日
ま
で
に
学

１０

３１

校
運
営
課
職
員
係
（
区
役
所
東

棟
六
階
）へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

�
阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家 

配
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア　

　

高
齢
者
の
お
宅
に
夕
食
を
届

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

【
内
容
】
夕
食
（
お
弁
当
）

の
配
達
と
安
否
の
確
認
【
活
動

日
】
月
曜
〜
土
曜
日
ま
で
の
都

合
の
良
い
日（
週
一
回
で
も
可
）

【
活
動
時
間
】
午
後
４
時
ご
ろ

か
ら
三
〇
分
程
度【
配
達
地
域
】

阿
佐
谷
北
･
阿
佐
谷
南
お
よ
び

そ
の
近
隣
で
二
〜
三
軒

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

同
ふ
れ
あ
い
の
家
�
３
３
３
８

‐
８
６
３
０
へ
。　

�区
議
会
を
傍
聴
し
ま
し

ょ
う

　

第
四
回
区
議
会
定
例
会
は
、

　

月
２
日
�
か
ら
開
会
さ
れ
る

１１予
定
で
す
。
こ
の
定
例
会
は
、

主
に　

年
度
の
決
算
を
中
心
に

１２

審
議
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

区
議
会
の
本
会
議
や
委
員
会

は
、
定
員
の
範
囲
内
で
ど
な
た

で
も
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

区
議
会
事
務
局
へ
。

※
�
区
議
会
の
日
程
は
、　

月
１０

　

日
�
以
降
に
お
問
い
合
わ

２９せ
く
だ
さ
い
�
手
話
通
訳
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
希
望
日

の
四
日
前
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

特
別
区
民
税
・
都
民
税

（
普
通
徴
収
分
）
納
期

の
お
知
ら
せ

　
　

月　

日
�
は
、
特
別
区
民

１０

３１

税
・
都
民
税
（
普
通
徴
収
分
）

第
三
期
分
の
納
期
限
で
す
。
お

近
く
の
金
融
機
関
（
郵
便
局
を

含
む
）、
区
役
所
、
各
区
民
事
務

所
･
分
室
、
荻
窪
サ
ー
ビ
ス
コ

ー
ナ
ー
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
付
に
便
利
な
口
座

振
替
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
住
民
税
（
特
別
区
民
税
・
都

民
税
）
夜
間
電
話
相
談

　

納
期
内
に
納
付
が
で
き
な

い
、納
め
忘
れ
た
税
金
が
あ
る
、

分
割
で
納
付
し
た
い
な
ど
、
住

民
税
の
納
付
に
つ
い
て
の
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月
８
日
�
・　

１１

１５

日
�
・　

日
�
・　

日
�
、　

２０

２７

１２

月
６
日
�
・
※　

日
�
・　

日

１０

１３

�
・
※　

日
�
の
午
後
５
時
〜

２７

８
時
（
※
印
の
日
は
住
民
税
を

納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）

【
受
付
】
納
税
課
（
区
役
所
中

棟
二
階
）

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、納
税
課
へ
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す

　

区
で
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
取
り
付
け
方
法
が
わ
か
ら

な
い
方
、不
安
な
方
に
対
し
て
、

点
検
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

【
実
施
時
間
】
平
日
の
午
前

　

時
〜
午
後
３
時
（
三
〇
分
程

１０度
・
予
約
制
）【
実
施
場
所
】
区

役
所
地
下
駐
車
場
【
費
用
】
無

料
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

交
通
対
策
課
へ
。

�
井
戸
を
お
持
ち
の
方
へ 

震
災
時
生
活
用
水
井
戸

の
設
置
・
修
理
助
成

　

災
害
時
に
は
、
大
量
の
水
が

洗
濯
、
ト
イ
レ
用
と
し
て
必
要

と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
区
民

の
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
井
戸
を

登
録
し
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

対
象
は
、
手
押
し
ポ
ン
プ
で

揚
水
で
き
る
井
戸
で
す
。
新
た

に
手
押
し
ポ
ン
プ
を
設
置
し
登

録
す
る
場
合
や
、
登
録
し
た
井

戸
に
修
理
が
必
要
な
場
合
に

は
、
そ
の
費
用
の
半
額
（
上
限

五
万
円
）を
区
が
助
成
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、防
災
課
へ
。

モ
デ
ル
防
災
会
訓
練

　

地
域
の
防
災
会
が
中
心
と
な

っ
て
行
う
防
災
訓
練
で
す
。

　

【
日
時
・
会
場
】
右
下
表
の

と
お
り
【
内
容
】
初
期
消
火
、

応
急
救
護
、
ポ
ン
プ
操
法
、
救

助
器
具
取
り
扱
い
、
炊
き
出
し

な
ど
各
種
訓
練

　

問
い
合
わ
せ
は
、防
災
課
へ
。

※
�
会
場
に
よ
っ
て
訓
練
内
容

は
異
な
り
ま
す
�
悪
天
候
の

場
合
は
中
止
。

証
明
書
自
動
交
付
機
の

休
止

　

区
役
所
な
ど
区
施
設
一
四
カ

所
に
設
置
し
て
い
る
証
明
書
自

動
交
付
機
（
住
民
票
の
写
し
・

印
鑑
登
録
証
明
書
・
住
民
税
証

明
を
発
行
）
は
、
本
庁
舎
電
気

設
備
の
点
検
の
た
め
、　

月
３

１１

日
�
は
休
止
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
区
民
課
管

理
係
へ
。

区
役
所
地
下
駐
車
場
の

臨
時
休
場

　

区
役
所
地
下
駐
車
場
は
、
電

気
設
備
の
点
検
の
た
め
、　

月
１１

３
日
�
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
経
理
課
庁

舎
管
理
係
へ
。

在
宅
難
病
患
者
の
方
へ

　

介
護
保
険
法
、老
人
福
祉
法
、

身
体
障
害
者
福
祉
法
な
ど
の
施

策
の
対
象
外
で
、
日
常
生
活
を

営
む
の
に
同
法
の
支
給
対
象
程

度
の
障
害
が
あ
る
方
が
、
必
要

に
応
じ
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
や
福
祉
機
器
の
給
付
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
費

用
の
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
者
は
、
国
の
特

定
疾
病
対
策
研
究
事
業
対
象
疾

病
と
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
に 
罹 り

 
患 
し
て
い
る
方
の
み
で
す
。　

か
ん

　

問
い
合
わ
せ
は
、
各
保
健
セ

ン
タ
ー
（
荻
窪
�
３
３
９
１
‐

０
０
１
５
／
高
井
戸
�
３
３
３

４
‐
４
３
０
４
／
高
円
寺
�
３

３
１
１
‐
０
１
１
６
／
上
井
草

�
３
３
９
４
‐
１
２
１
２
／
和

泉
�
３
３
１
３
‐
９
３
３
１
）

へ
。

ラ
ジ
オ
番
組
「
健
康
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
」

　

国
民
健
康
保
険
中
央
会
が
、

健
康
づ
く
り
や
病
気
予
防
に
役

立
つ
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

【
放
送
時
間
】
月
曜
日
〜
金

曜
日
の
午
前　

時　

分
〜
（
五

１１

２４

分
間
・　

年
３
月　

日
ま
で
）

１４

２９

【
ラ
ジ
オ
局
】
ニ
ッ
ポ
ン
放
送

【
放
送
内
容
】
左
表
の
と
お
り

　

問
い
合
わ
せ
は
、
国
民
健
康

保
険
課
管
理
係
へ
。

建
物
の
耐
震
診
断
や
耐

震
改
修
に
つ
い
て
の
無

料
相
談
会

　

専
門
家
に
よ
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月
７
日
�
午
後

１１

１
時
〜
４
時
【
会
場
】
区
役
所

一
階
ロ
ビ
ー

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
課
建

築
監
理
係
へ
。

※
図
面
な
ど
が
あ
る
場
合
は
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

�　

月　
１０

１１

日
付
広
報

６
面
表
中
、
高
井
戸
地
域
区
民

セ
ン
タ
ー
「
男
の
料
理
」
の
開

催
日
は　

月　

日
�
の
誤
り
で

１２

１５

し
た
。
�
同
７
面
「
地
域
活
動

支
援
条
例
に
あ
な
た
の
ご
意
見

を
」
の
フ
ァ
ク
ス
番
号
は
、　
FAX

３
３
１
４
‐
３
４
２
３
の
誤
り

で
し
た
。

〈１０～１１月の放送予定〉

放送テーマ放送日（月～金）
健康サロン＝温泉１０月２２日～２６日
たばこと健康　　２９日～１１月２日
増え続ける肺がん１１月５日～９日
風邪とインフルエンザ　　１２日～１６日
４０歳からの歯の健康　　１９日～２３日
酒と上手な付き合い方　　２６日～３０日

※都合によりテーマなどを変更することがあり
ます。

〈モデル防災会訓練〉

会　　場時　　間月　日
杉並第四小学校（高円寺北２‐１４‐１３）
杉並第六小学校（阿佐谷南１‐２４‐２１）午前９時２０分～１１時３０分

１１月４日� 都立善福寺川緑地杉二小前広場（成田西３‐１）午前９時２０分～１１時１０分
久我山小学校（久我山５‐１８‐７）午前１０時～午後１時
和泉中学校（和泉２‐１７‐１４）
桃井第三小学校（西荻北２‐１０‐７）
沓掛小学校（清水３‐１‐９）

午前９時２０分～１１時３０分　　１１日�

和田中学校（和田２‐２１‐８）午前９時３０分～１１時３０分　　１７日�

● ● ● 保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド保養施設ガイド ● ● ●
休館日申込方法料　　金施　　設

１月
８～１１日

１月（４日～３１日）の利用申し込
み
　専用ハガキで１１月１日～１５日
（必着）までに郵送または区役所
内窓口へ持参。１１月２０日に抽選。
空室受付（１２月１日～１月３日
分、年末年始を含む）
　１１月１日から利用日の前日ま
で、電話または区役所内窓口で受
け付けます。
すぎなみ自然村の団体申し込み
　１４年４月以降の団体利用受付
は、運営方法を変更するため、
一時中止します。

１泊２食
大　人５６００円
子ども３３００円

すぎなみ荘
（〒２５９‐０３１４神奈川県足柄
下郡湯河原町宮上字入谷２７９）
�０４６５‐６２‐４８０５

１月
１５～１８日

同　上本館

すぎなみ自然村
（〒３７７‐０８０１
群馬県吾妻郡
吾妻町大字原町
字岩櫃山４３９９）
�０２７９‐６８‐５３３８

基本料金
（１棟１泊）
１８００円～
１泊食事なし
大　人３６００円
子ども１８００円

ログハウス

冬期閉鎖中キャンプ場

１２月の休
館日なし

１２月の利用申し込み（年末年始＝
１２月２９日～１月３日の空室含む）
　学校使用日以外は、１１月１２日か
ら使用日の前日まで、電話または
区役所内窓口で受け付けます。な
お、１１月１２日は電話のみの受け付
け（受付順）となります。

１泊２食
大　人５０００円
子ども３３００円

菅平学園
（〒３８６‐２２０１長野県小県郡
真田町大字長字十ノ原１２７８）
�０２６８‐７４‐２２４０

校
外
施
設

富士学園
（〒４０１‐０５１１山梨県南都留郡
忍野村忍草２９９７）
�０５５５‐８４‐７０３１

１２月１７日
～２１日

１泊２食
大　人４４００円
子ども２７００円

弓ケ浜学園
（〒４１５‐０１５２静岡県賀茂郡
南伊豆町湊字新田谷戸７８１）
�０５５８‐６２‐３１８７

１２月１２日

教職員研修所「秋川荘」
（〒１９０‐０１６４
東京都あきる野市五日市１００３）
�０４２‐５９６‐０６９３
※年末年始（１２月２９日～１月３日）の食事付料金は１０００円増しになります。
※「専用ハガキ」は、区役所、区民事務所、地域区民センター、区民集会所、サービスコーナー、
高齢者動支援センターにあります。
問い合わせおよび郵送先＝近畿日本ツーリスト杉並区役所内店（〒１６６‐８５７０阿佐谷南１‐１５‐
１）�３３１２‐６４３１（直通）へ（午前８時３０分～午後５時。土曜、日曜、祝日は除く）。

掲示板

リ　サ　イ　ク　ル　自　転　車

１１月のクリーンサイクルの販売日
１１月５日�午後１時～。のぼり旗のある自転車
販売協力店で。申し込み多数の場合は、抽選。
一台９０００円（防犯登録・ＴＳマーク/消費税込み）
�問い合わせ：�杉並区障害者雇用支援事業団

�５３８２―２０８１/FAX５３８２―２０８３

◆リサイクルひろば高井戸１１月の講習会◆

締切日応募方法参加費募集人数日　　　時講習会名

―

電話で先
着順

１００円各回
３名

（１０月）２９日�、
５日�・１７日�
午前１１時～正午

生ごみたい肥相
談コーナー

―６００円１０名
５日�・１９日�
午後１時３０分～

３時３０分

リフォーム相談
（着物から簡単
な洋服）

―
３００円
（部品代
実費）

６名１７日�
午前１１時～正午

自転車の手入れ
の方法

―
３００円
（部品代
実費）

１０名
１７日�
午後１時３０分～

２時３０分

自転車のパンク
の直し方（自宅
で修理する方法
を教えます）

１日必着往復ハガ
キ３００円各回

１０名

１０日��午後１
時～２時�２時
３０分～３時３０分

包丁とぎを習お
う

―当日先着
順１００円３０名３日�

午後１時～３時
古布で作るたま
ごのポプリ

※申し込み・問い合わせは、リサイクルひろば高井戸（〒１６８‐００７２高井戸東
３‐７‐４�３３３１‐４３６０）へ。４面ハガキ記入例参照（締切日必着）。申し
込み多数の場合は、抽選。

訂
正
と
お
わ
び
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区
で
は
、
基
本
構
想
「
杉
並

区　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現

２１
に
向
け
た
協
働
の
仕
組
み
と
し

て
、「（
仮
称
）
防
災
対
策
基
本

条
例
」
の
検
討
を
、
区
民
や
事

業
者
に
よ
る
懇
談
会
で
進
め
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
条
例
の
ね
ら
い

�
自
主
的
、
自
律
的
な
取
り
組

み
の
促
進

　

地
震
災
害
に
備
え
、「
自
ら
の

生
命
は
自
ら
が
守
る
」、「
自
分

た
ち
の
ま
ち
は
地
域
で
守
る
」

と
い
う
区
民
や
事
業
者
の
自
主

的
、
自
律
的
な
取
り
組
み
を
促

進
し
ま
す
。

�
協
働
関
係
の
構
築

　

区
、
区
民
、
事
業
者
、
地
域

団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
防
災

関
係
機
関
な
ど
と
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
（
協
働
関
係
）
の
構

築
を
め
ざ
し
ま
す
。

�
防
災
対
策
の
総
合
的
推
進

　

総
合
的
な
防
災
対
策
を
す
す

め
ま
す
。

◇
対
象
と
す
る
災
害

　

地
震
災
害
だ
け
で
な
く
、
豪

雨
、
大
規
模
火
災
な
ど
も
対
象

と
し
ま
す
。

◇
条
例
に
盛
り
込
む
内
容

▼
基
本
方
針

　

災
害
に
備
え
、
区
民
・
事
業

者
・
行
政
の
役
割
と
責
務
を
明

ら
か
に
し
、
総
合
的
な
防
災
対

策
を
定
め
ま
す
。

�
区
（
区
長
）
の
役
割
、
責
務

�
区
民
の
役
割
、
責
務

�
事
業
者
の
役
割
、
責
務

�
具
体
的
施
策

◇
既
存
防
災
関
係
の
条
例
の
見

直
し

　

既
存
防
災
関
連
条
例
の
う

ち
、
新
条
例
に
取
り
込
ん
だ
方

が
よ
い
も
の
は
、
内
容
を
見
直

し
た
う
え
で
一
本
化
し
ま
す
。

☆

　

懇
談
会
の
議
事
録
な
ど
は
、

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　

こ
の
条
例
に
つ
い
て
の
ご
意

見
は
、
手
紙
、
フ
ァ
ク
ス　

３
FAX

３
１
２
‐
９
４
０
２
、
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
防
災
課
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
へ
。

�

�

�

�

�����������������

�����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

介
護
保
険
は
み
ん
な
で
介

護
を
支
え
あ
う
制
度
で
、
保

険
料
と
税
金
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
保
険
料
は

す
べ
て
介
護
が
必
要
な
方
た

ち
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
な
い
人
が

い
れ
ば
、
そ
の
分
は
他
の
人

の
負
担
に
な
り
ま
す
。
納
め

忘
れ
が
な
い
か
も
う
一
度
お

確
か
め
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

保
険
料
を
納
め
な
い
と

ど
う
な
る
の
？

Ａ　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
い
と
き
、
次
の
よ

う
に
給
付
を
制
限
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

�
一
年
以
上
前
の
保
険
料
に

未
納
が
あ
る

　

利
用
料
を
自
己
負
担
の
一

割
だ
け
で
な
く
、
一
旦
全
額

支
払
っ
て
い
た
だ
き
、
後
日

申
請
に
よ
り
、
そ
の
九
割
を

払
い
戻
す
方
式（
償
還
払
い
）

と
な
り
ま
す
。

�
一
年
六
カ
月
以
上
前
の
保

険
料
に
未
納
が
あ
る

　

一
時
的
に
保
険
給
付
が
差

し
止
め
ら
れ
ま
す
。
差
し
止

め
ら
れ
た
保
険
給
付
額
か
ら

未
納
保
険
料
を
控
除
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

�
二
年
以
上
前
の
保
険
料
に

未
納
が
あ
る

　

保
険
料
未
納
期
間
に
応
じ

て
、
通
常
一
割
の
利
用
者
負

担
が
三
割
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
り
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

Ｑ　
　

月
か
ら
介
護
保
険
料

１０
額
が
増
え
て
い
る
の
は
な

ぜ
で
す
か
？

Ａ　

国
の
特
別
対
策
が
終
了

し
、
本
来
の
保
険
料
額
の
徴

収
が
始
ま
っ
た
か
ら
で
す
。

　
　

歳
以
上
の
方
（
第
１
号

６５
被
保
険
者
）
の
介
護
保
険
料

は
、
介
護
保
険
制
度
を
円
滑

に
実
施
す
る
た
め
の
国
の
特

別
対
策
に
よ
り
、
制
度
が
始

ま
っ
た　

年
４
月
か
ら　

年

１２

１３

９
月
ま
で
は
軽
減
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

Ｑ　

介
護
保
険
料
は
全
員
年

金
か
ら
引
か
れ
る
の
？

Ａ　
　

歳
以
上
の
方
の
保
険

６５

料
の
納
め
方
は
、
年
金
か
ら

引
か
れ
る
納
め
方
（
特
別
徴

収
）
と
、
区
が
送
付
す
る
納

付
書
か
口
座
振
替
で
納
め
る

方
法
（
普
通
徴
収
）
と
が
あ

り
ま
す
。（
右
表
）

　

今
ま
で
保
険
料
を
納
付
書

や
口
座
振
替
で
納
め
て
い
る

方
で
、　

年
４
月
１
日
時
点

１３

で
特
別
徴
収
の
要
件
に
あ
て

は
ま
る
方
は
、　

月
よ
り
年

１０

金
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

　

４
月
１
日
以
降
に
杉
並
区

に
転
入
さ
れ
た
方
や　

歳
に

６５

な
っ
た
方
は
、
特
別
徴
収
の

要
件
に
あ
て
は
ま
っ
て
い
て

も
、　

年
９
月
ま
で
は
普
通

１４

徴
収
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
介
護
保

険
課
へ
。

　短期入所サービス（ショートステイサービス）の利用は、利用でき

る日数（限度日数）が決められています。限度日数より多く利用でき

る制度（振替利用）もありますが、事前に区へ申請する必要がありま

す。

　１４年１月から、この短期入所サービスを、訪問通所サービスと合わ

せて管理（一本化）します。（下図）

　これにより、利用枠の範囲内で訪問通所サービスと短期入所サービ

スとを自由に組み合わせて利用できるようになります。

　利用の際は、訪問介護などのサービスと合わせて、ケアプラン（居

宅サービス計画）を作成しますので、ケアマネージャーと相談をして

ください。

�拡大・振替は終了します

　現在行っている短期入所サービスの「日数拡大」「振替利用」につい

ては、利用枠の一本化により１２月３１日で終了になります。

　問い合わせは、介護保険課へ。

※要介護認定を受けている方へ、同様のご案内をお送りしました。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
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要　　件納付方法
区内に住所が
あり、老齢・
退職年金が年
額１８万円以上

特別徴収

老齢・退職年
金が年額１８万
円未満

普通徴収

※納付方法を選択すること
はできません。
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善
福
寺
川
沿
い
の
緑
道
を
、
ほ
ぼ
毎
日

散
歩
、あ
る
い
は
自
転
車
で
走
っ
て
い
る
。

主
な
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
善
福
寺
川
緑
地
公

園
か
ら
和
田
堀
公
園
に
か
け
て
の
緑
が
続

く
一
帯
。
こ
の 
界  
隈 
に
越
し
て
き
て
一
〇

か
い 
わ
い

年
に
な
る
が
、
や
は
り
そ
の
豊
か
な
自
然

環
境
が
、
こ
こ
に
住
地
を
決
め
る
大
き
な

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

昆
虫
好
き
の
僕
は
、
何
よ
り
チ
ョ
ウ
や

ト
ン
ボ
、
甲
虫
…
様
々
な
虫
た
ち
と
の
出

会
い
を 
愉 
し
み
に
し
て
い
る
。
以
前
に
い

た
の

た
落
合
の
周
辺
で
は
ま
ず
お
目
に
か
か
れ

な
か
っ
た
ゴ
マ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ
や
テ
ン
グ
チ

ョ
ウ
が
、
梅
雨
の
中
休
み
の 
頃 
、
大
宮
八

こ
ろ

幡
裏
手
の
エ
ノ
キ
の
樹
上
を
チ
ラ
チ
ラ
と

舞
っ
て
い
る
。
晩
夏
の
頃
に
、
川
を
注
意

し
て
眺
め
て
い
る
と
、
ギ
ン
ヤ
ン
マ
が
次

か
ら
次
へ
と
�
パ
ト
ロ
ー
ル
飛
行
�
を
し

て
い
る
光
景
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
水
質

が
割
合
と
澄
ん
で
い
る
た
め
、
川
底
を 
這 は

う
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
の
姿
を
何
度
も
目

撃
し
た
こ
と
が
あ
る
。
七
、
八
年
前
に
な

る
が
、
済
美
橋
の
傍
ら
の
コ
ナ
ラ
林
の
な

か
で
、
コ
ク
ワ
ガ
タ
を
捕
ま
え
た
こ
と
も

あ
っ
た
。

　

ま
、
こ
う
い
う
�
虫
と
の
遭
遇
�
の
話

を
書
き
出
し
た
ら
キ
リ
が
な
い
。
野
鳥
の

方
は
、
年
々
カ
ラ
ス
の
勢
力
が
拡
大
し
て

い
る
よ
う
な
気
配
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
ヒ

ヨ
ド
リ
、
ム
ク
ド
リ
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、

ハ
ク
セ
キ
レ
イ
、
オ
ナ
ガ
…
和
田
堀
池
の

名
物
と
さ
れ
る
美
鳥
カ
ワ
セ
ミ
に
も
、
こ

れ
ま
で
二
、
三
度
間
近
で
出
く
わ
し
た
。

　

虫
や
鳥
で
は
な
い
け
れ
ど
、
そ
ん
な
和

田
堀
池
の
周
辺
で
、
負
傷
中
の
貴
乃
花
関

が
黙
々
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
励
む
姿
、
を

目
撃
し
た
こ
と
も
あ
る
。
カ
ワ
セ
ミ
を
見

掛
け
た
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
お
も
わ
ず

ハ
ッ
と
息
を 
呑 
ん
だ
。

の

　

都
市
の
中
小
河
川
は
、
直
線
的
な
川
筋

に
整
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
大
方

だ
が
、
善
福
寺
川
は
ク
ネ
ク
ネ
と
湾
曲
し

て
い
る
点
が
面
白
い
。
川
づ
た
い
に
自
転

車
で
走
っ
て
い
く
と
、
さ
っ
き
右
手
に
見

え
て
い
た
高
井
戸
の
ゴ
ミ
焼
却
塔
が
、
ぽ

こ
っ
と
左
手
に
移
動
し
て
い
た
り
す
る
。

こ
う
い
っ
た
、
湾
曲
の
ポ
イ
ン
ト
で
気
に

入
っ
て
い
る
場
所
が
あ
る
。
和
田
堀
池
か

ら
下
流
へ
進
み
、
郷
土
博
物
館
の
少
し
先

に
架
か
る
大
松
橋
の
所
。
川
筋
が
ぐ
っ
と

Ｕ
字
型
に
曲
が
っ
た
先
に
、 
忽  
然 
と
新
宿

こ
つ 
ぜ
ん

の
高
層
ビ
ル
群
が
姿
を
現
わ
す
。
の
ど
か

な
流
れ
を
見
せ
る
善
福
寺
川
の 
彼
方 
に
、

か
な
た

ぽ
っ
こ
り
と
浮
か
び
上
が
っ
た
都
心
の
ビ

ル
群
― 
騙 
し
絵
の
よ
う
な
、
魅
力
的
な
景

だ
ま

観
で
あ
る
。

　

も
う
少
し
下
っ
た
熊
野
橋
の
傍
ら
に
、

ゲ
ル
ン
ジ
ー
、
と
い
う
妙
な
名
を
付
け
た

駐
車
場
が
あ
る
。
昭
和
三
〇
年
代
の
地
図

で
調
べ
て
み
る
と
、
そ
こ
は
当
時
「
ゲ
ル

ン
ジ
ー
牧
場
」
と
い
う
牛
の
牧
場
で
、
そ

の
名
は
ど
う
や
ら
「
ガ
ン
ジ
ー
牛
」
に
由

来
す
る
ら
し
い
。
そ
の
ま
ま
駐
車
場
の
名

と
し
て
残
っ
て
い
る
あ
た
り
が
実
に
愉
快

だ
。

散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道散歩道
�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
杉
並
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
に
、
ま
ち
の
風
景

な
ど
を
テ
ー
マ
に
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
毎
月　

日
号
に
掲
載
）。

２１

善
福
寺
川
の
魅
力

泉
麻
人（
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
）…
�

介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
ううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう

★
介
護
保
険
ひ
と
く
ち
メ
モ
�
★

介護保険サービスが介護保険サービスが

より利用しやすく変わりますより利用しやすく変わります
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◆１１月の各種健康相談◆
和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）
�３３１３‐９３３１

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）
�３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

�３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）
�３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）
�３３９１‐００１５

８・２９日
午前９時～１０時３０分

６・２０日
午前９時～１０時３０分

１４・２８日
午前９時～１０時３０分

５・１９日
午前９時～１０時３０分

９・３０日
午前９時～１０時３０分

健康相談（検査は有料）
直接会場へ

１２日
午後１時１５分～２時

２８日
午前９時～１０時

２日（高円寺南５丁目
会館）

午後１時１５分～３時

１３日
午後１時１５分～２時

子育てに関する相談（計測）・
子育て交流

６・１３・２０・２７日５・１２・１９・２６日１・８・１５・２２日５・１２・１９・２６日母親学級…母子健康手帳を
持って直接会場へ 午後１時３０分～４時（高井戸保健センターの１５日・高円寺保健センターの１９日は午後１時～）

２７日（事前申込制）２６日（事前申込制）２２日（事前申込制）２６日（事前申込制）
パパ・ママ学級

午後１時３０分～４時
１５日

午後１時３０分～３時
　２２日午前１０時３０分～
　　　　　　１１時３０分

９日
午後１時３０分～３時３０分

１日
午前１０時３０分～正午

７日
午前１０時～正午

離乳食講習会（無料）
直接会場へ

１２日午後１時１５分～２時３０分
２９日午前９時～１０時３０分　

１４・２８日
午前９時～１０時３０分

１４・２１日
午前９時～１０時３０分

１２・２６日
午前９時～１０時３０分

９・３０日
午前９時～１０時３０分

乳幼児歯科相談（無料）
初診に限ります

１０日�午後１時～３時３０分　杉並区歯科医師会(阿佐谷南３‐３４‐３)　問い合わせは�３３９３‐０３９１へ。歯の健康相談（無料）

１日午後１時３０分～１日午後１時３０分～７日午後２時～７日午後１時３０分～痴呆相談（無料）…電話予約

２２日
午後１時３０分～

２６日
午前９時～

２・１６日
午後１時３０分～

１４日午後１時３０分～
２７日午前９時３０分～

１５日午後１時３０分～
２９日午前９時３０分～精神保健相談（無料）…電話予約

※診断書発行業務は保健予防課（予約専用�３３９１‐００３７）へ。※高円寺保健センターでは９日�午後１時３０分～酒害相談（無料）も行います（電話で予約を）。
歯科相談は、常時各保健センターで行っています（電話で予約を）。

�
児
童
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座 

新
し
い
体
験
・
障
害
児
の

た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

が
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
地

域
、
そ
し
て
気
軽
に
児
童
館
に

遊
び
に
い
け
る
よ
う
な
環
境
を

つ
く
る
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
障
害
の
あ
る
子
ど

も
へ
の
関
わ
り
方
を
学
び
ま

す
。

　

【
日
時
・
内
容
・
講
師
・
会

場
】
下
表
の
と
お
り
【
参
加
費
】

無
料

　

申
し
込
み
は
、
実
施
日
の
三

日
前
ま
で
に
、
電
話
で
児
童
青

少
年
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
３
‐

４
７
６
０
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
へ
。

�
は
じ
め
て
み
よ
う
！ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

こ
ど
も
の
抱
え
る
問
題

を
考
え
る

　

杉
並
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
で
は
、
毎
月
一
回
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
講
座
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
こ
ど
も
を
取
り

ま
く
現
状
を
伺
い
な
が
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１１

１７

１
時　

分
〜
４
時【
会
場
】杉
並

３０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
阿

佐
谷
南
１
―　

―
８
）【
講
師
】

１４

杉
並
児
童
相
談
所
児
童
福
祉

司
・
藤
井
常
文
さ
ん【
定
員
】一

五
名（
先
着
順
）【
参
加
費
】無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
�
５
３
０

６
‐
３
９
３
９
へ
。

高
齢
者 
痴  
呆 
介
護
学
習
会

ち 
ほ
う

　

痴
呆
の
人
と
家
族
が
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
、
よ

り
良
い
痴
呆
ケ
ア
の
あ
り
方
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。（
区
後

　

高
齢
に
な
る
と
、
階
段
や

お
風
呂
な
ど
家
の
中
で
け
が

を
す
る
の
で
は
な
い
か
、
賃

貸
住
宅
へ
の
入
居
を
断
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ

た
住
ま
い
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
不
安
が
生
じ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
高
齢
者
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
居
住
空
間

を
つ
く
る
た
め
、「
高
齢
者
の

居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る

法
律
」
が
４
月
に
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

◇
高
齢
者
の
持
ち
家
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
推
進

▼
高
齢
者
対
象
の
住
宅
金
融

公
庫
融
資
の
特
例
・
一
括

償
還
型
バ
リ
ア
フ
リ
ー
リ

フ
ォ
ー
ム
融
資
制
度

　

自
宅
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

改
築
す
る
場
合
、
ロ
ー
ン
の

返
済
を
軽
く
す
る
住
宅
金
融

公
庫
の
特
別
の
融
資
制
度
が

利
用
で
き
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ

ば
、
最
大
五
〇
〇
万
円
ま
で

の
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
生
存
時
は
利
子
部

分
の
み
返
済
し
、
死
亡
時
に

住
宅
資
産
な
ど
を
活
用
し

て
、
ロ
ー
ン
を
一
括
償
還
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
融
資
制
度
に

は
、
高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン

タ
ー
が
債
務
保
証
を
実
施
し

ま
す
。

◇
高
齢
者
が
安
心
し
て
入
居

で
き
る
賃
貸
住
宅
市
場
を

整
備

　

民
間
賃
貸
住
宅
で
は
、
家

賃
の
不
払
い
や
病
気
、
火
災

な
ど
の
不
安
か
ら
、
高
齢
者

の
入
居
を
拒
む
ケ
ー
ス
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
高
齢
者
が
円
滑

に
入
居
し
、
安
心
し
て
生
活

で
き
る
た
め
の
制
度
が
で
き

ま
し
た
。

▼
高
齢
者
世
帯
の
入
居
を
拒

ま
な
い
賃
貸
住
宅
の
登
録

･
閲
覧
制
度

　

高
齢
者
世
帯
を
受
け
入
れ

る
賃
貸
住
宅
を
、
�
東
京
都

防
災
・
建
築
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
に
登
録
し
、
高
齢
者

に
そ
の
情
報
を
提
供
す
る
体

制
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
登
録
さ
れ
た
住
宅

に
は
、
万
一
入
居
し
た
高
齢

者
が
家
賃
を
滞
納
し
た
場

合
、
高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン

タ
ー
が
家
賃
の
債
務
保
証

（
六
カ
月
を
限
度
）
を
行
な

い
ま
す
。

▼
高
齢
者
が
安
心
し
て
住
み

住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
終
身
建
物
賃
貸
借
制
度

　

知
事
の
認
可
を
受
け
た
賃

貸
住
宅
に
つ
い
て
、
賃
借
人

が
生
き
て
い
る
限
り
続
く
、

借
り
た
本
人
一
代
限
り
の
借

家
契
約
で
す
。

　

な
お
、
配
偶
者
な
ど
一
定

の
同
居
者
は
、
借
家
人
死
亡

後
も
継
続
し
て
居
住
で
き
る

よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、
区
住
宅

課
ま
た
は
都
住
宅
局
開
発
調

整
部
住
宅
計
画
課
高
齢
者
住

宅
係
�
５
３
２
１
‐
１
１
１

１
（
都
代
表
）
へ
。

援
）

　

【
日
時
・
内
容
・
講
師
】
右

表
の
と
お
り
【
会
場
】
�
浴
風

会
高
齢
者
痴
呆
介
護
研
究
・
研

修
東
京
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
西

１
―　

―
１
）【
対
象
】
痴
呆
介

１２

護
を
担
っ
て
い
る
家
族
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
専
門
職
ま
た
は
関

心
が
あ
る
方
で
、
原
則
両
日
出

席
で
き
る
方
【
定
員
】
二
五
〇

名
（
先
着
順
）【
参
加
費
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
�
浴
風
会

新
特
養
開
設
準
備
室
�
３
３
３

４
‐
２
１
９
３
／
高
齢
者
痴
呆

介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ

ー
�
３
３
３
４
‐
２
１
７
３
へ
。

※
セ
ン
タ
ー
内
の
見
学
は
自
由

で
す
。
希
望
者
は
、
当
日
二

階
事
務
室
へ
。

２００１年 
ボランティア国際年
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感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動ボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア

休日などの急病診療など
土曜・日曜・祝日などに急病のときはまずお電話でご相談くだ
さい。なお、平日夜間の小児科の急病診療は休止しました。

●土　　　曜…午後１時～午後９時３０分
●日曜・祝日…午前９時～午後９時３０分

●日曜・祝日…午前９時～午後４時

●土　　　曜…午後１時～午後１０時
●日曜・祝日…午前９時～午後１０時

�3391－1599外 科
内科・小児科

耳鼻咽喉科

�3398－5666歯 科

�3391－5539調 剤 薬 局

�

�

�

東 京 都 健 康 情 報 ひ ま わ り �５２７２‐０３０３　　　
東京消防庁災害救急情報センター�３２１２‐２３２３

２４時間
受　付（ ）

人口と世帯
住
民
登
録

人口／５０万８４８３人（１２２減）
　男　／２４万６５２５人（　１１減）
　女　／２６万１９５８人（１１１減）
世帯／２６万９３３８　（　１２増）

外
国
人
登
録

人口／１万　８８０人（６１増）
　男　／　　５３９９人（２５増）
　女　／　　５４８１人（３６増）
世帯／　　８６９７　（７０増）

１３年１０月１日現在、（　）は前月比
総人口／５１万９３６３人（６１減）

▲志茂田景樹さん

〈児童館ボランティア講座〉

会　　場講師など内　　容日　　時
産業商工会館
（阿佐谷南３‐２‐１９）作家　志茂田景樹講演「ボランティアとはなにか」１１月２０日�

午前１０時３０分～正午

堀ノ内東児童館（堀ノ
内３‐４９‐１９‐１０１）

キラキラグループ
担当職員

実技「障害のある子とない子と
の交流プログラム」

　　２７日�
午後３時３０分～

４時３０分

セシオン杉並
（梅里１‐２２‐３２）

写真絵本作家
星川ひろ子

第１部＝講演と写真
の展示「コンニャク
先生と子ども達」

ばりあふり
ー講座
「しょうが
いってなあ
に？」

１２月１日�
午後３時～５時

井口恵・盲導犬エ
ルバ

第２部＝実技「見え
ないってどんなこと
～ばりあふりーゲー
ムの実際」

阿佐谷南児童館
（阿佐谷南１‐１４‐８）

障害者福祉会館職
員ほか

実技と講義
「車椅子の介助の仕方」

　　１５日�
午前１０時３０分～正午

児童青少年センター
（荻窪１‐５６‐３）

児童青少年センタ
ー職員プログラム作りワークショップ

１月２６日�
２月１５日�
午前１０時３０分～正午

未　定

音楽とスポーツレクリエーション大会（区内の障害
児の団体・個人が集い、交流します）
ベテランボランティアのアドバイスをうけて、障害
児対応のノウハウを学びます

２月２３日�
午後２時～４時

〈高齢者痴呆介護学習会〉

講　師内　容日　時

浴風会理事長
板山　賢治

最近の社会福祉
の動向について

１１月９日�
午後２時～
４時３０分

呆け老人をかかえる
家族の会東京都支部
代表　　笹森　貞子

介護家族が体験
していること、
求めていること

高齢者痴呆介護研究 
・研修東京センター
主任研究主幹

永田　久美子

痴呆の人と家族
を支えるケアサ
ービスの今とこ
れから

高齢者痴呆介護研究 
・研修東京センター
長・聖マリアンナ医
科大学名誉教授　

長谷川　和夫

痴呆の人の物語
を大切にした支
援

　　２６日�
午前１０時～
午後０時１５分

グループホーム福さ
ん 家 ホーム長

ち

宮崎　和加子

グループホーム
での暮らしと支
援

新特養開設準備室職
員

浴風会グループ
ホームの紹介

高
齢
者
の
住
ま
い
の

不
安
を
な
く
し
ま
す

「
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る

法
律
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。


